



















































































































































































































発行。電子書籍としてこれまでにMaruzen eBook Library 79冊を発行してい
る。また，試験的にAmazon Kindle 2冊も発行した。
〈これまでの変遷〉
総合研究所は設立当初から「語学研修所」（Seigakuin Language Institute）
を設立するなど，教育を補助する補助教育事業を展開している。
聖学院大学出版会
1991年4月に研究成果を出版物として公開・還元するために，「聖学院大
学出版会」が設置され，翌年4月に一般社団法人大学出版部協会に加盟した
（2017年3月退会）。
研修講座「自治体リーダー養成講座」
1994年自治体職員の研修講座として「自治体リーダー養成講座」（年1回集
中講座）が開始された。10回を経た段階で評価と見直しがなされた。そして
2004年度から地方自治研究室のもとに，地方議会議員，また地方自治体職員
の研修講座である「聖学院ポリシー・カレッジ」が設けられた。この講座は，
2010年度で終了となった。
カウンセリング研究センター
2004年度，カウンセリング研究センターに心理相談「グリーフケア・ルー
ム」が設置された。2008年度カウンセリング研究センターで「牧会支援に望
むもの̶̶牧会者と信徒のアンケート調査」を実施したところ，牧会者が孤立
し，相談する場所もないという現状があることが浮き彫りとなった。この結果
を受けて，「牧会電話相談」（無料）を開始した。また「牧会サマーセミナー」
を開設し，牧会者の研修支援プログラムを提供することにした。2020年度末，
「グリーフケア・ルーム」及び「牧会電話相談」は活動を休止した。
人間福祉学研究センター
2008年度，人間福祉学研究センターのもとに「人間福祉スーパービジョン
センター」を設置し，以降，福祉の現場で働く専門職の方々をスーパーバイズ
するプログラムとして，「個別」，「グループ」，「ピア」，の各スーパービジョン
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を企画・実施している。
「聖学院キッズ・イングリッシュ」
前身は，聖学院幼稚園，聖学院小学校に通う園児及び児童や近隣の子どもた
ちを対象とした英語教室（国際交流センター担当）として「聖学院キッズ・イ
ングリッシュ」は設立された。2018年度より，近隣の子どもを対象とした教
室は開催されていないが，駒込での活動を継続している。場所を本部から小学
校・幼稚園内に移動。2020年度募集より「キッズ・イングリッシュ」の開講
回数及び料金を改定した。
（2）聖学院大学総合研究所研究組織（2020年度）
総合研究所委員
※以下委員より「紀要編集委員◆」「出版企画委員◇」を選出
所　長 菊地　　順（キリスト教センター所長）◆◇
副所長 清水　正之（文化総合研究センター長，出版会会長）［理事長，学
長］◆◇
副所長 関根　清三［聖学院大学大学院特任教授］◆◇
委　員 古谷野　亘（心理福祉総合研究センター長）◇
委　員 平　　修久（教育総合研究センター長）［副学長］◇
委　員 柳田　洋夫（大学チャプレン）◇
委　員 髙橋　愛子（政治経済学部長，政治政策研究科長）◆
委　員 村松　　晋（人文学部長，文化総合学研究科長）◆
委　員 田村　綾子（心理福祉学部長，心理福祉学研究科長）◆
陪　席 経営企画部長，大学総務課マネージャー，大学総務課研究支援チー
ム職員
※（　）内は規程上委員となる役職名，［　］内はそれ以外の役職名
＊印は，規程による所長推薦委員枠：2020年度該当者無
所　員
聖学院大学の教員は，全員総合研究所の所員となることができる。研究セン
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ター長および各研究代表者は，総合研究所の研究員（兼務）となる（総合研究
所規程第7条）。
研究所教員（○専任　□所属）と担当
※「専任」の定義は日本私立学校振興共済事業団補助金調査に基づく。
〇教　授　　　　谷口隆一郎（研究員）
〇講　師（特任）ブライアン・バード（小学校英語，Seigakuin-Kids-English）
〇講　師（特任）ジャスティン・ナイティンゲール（小学校英語，Seigakuin-
Kids-English）
□研究員　　　　大橋　良枝（聖学院大学教授，研究助成対象者）
□研究員　　　　塩﨑　　亮（聖学院大学准教授，研究助成対象者）
□客員講師（非常勤）藤原真知子（小学校英語，Seigakuin-Kids-English）
□委託講師（非常勤）西嶋小百合（Seigakuin-Kids-English）
□委託講師（非常勤）山根真由美（Seigakuin-Kids-English）
　客員教授　　　東野　尚志（滝野川教会主任牧師，聖学院大学非常勤講師）
　客員教授　　　洛　　雲海（日韓現代史研究，長老会神学大学校准教授［在
外］）
　客員准教授　　ディーン・サザデン（英語，聖学院中学校高等学校）
特任研究員【ポスト・ドクター】
̶
特別研究員（非常勤）
堀　　　肇（補助活動「カウンセリング研究センター」）2009年4月～
花野井百合子（補助活動「カウンセリング研究センター」）2016年4月～
島田　裕子　2016年4月～　※無給
名誉教授
柏木　　昭　　2010年4月1日
金子　晴勇　　2011年4月1日
康　　仁徳　　2013年4月1日
髙橋　義文　　2019年4月1日
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Research Assistant: RA
吉田　　進（2016年4月1日～2019年3月31日）
星山玲於奈（2017年4月1日～現在）
山中　美樹（2018年4月1日～現在）
大前　佑生（2020年11月1日～現在）
文化総合研究センター　センター長：清水正之
・韓国長老会神学大学校との学術交流による研究〈「日韓神学者会議」〉
研究代表：清水正之，代表補佐：村瀬天出夫
・神学学術研究「組織神学・伝道研究」　研究代表：菊地　順，代表補佐：東
野尚志
・日本文化学研究「グローバリゼーションと日本文化研究」
研究代表：村松　晋，代表補佐：木下綾子
・ラインホールド・ニーバー研究
研究代表：柳田洋夫，代表補佐：五十嵐成見
・税法研究「埼玉税法研究」
研究代表［会長］：吉川保弘，代表補佐：平　修久
人間福祉総合研究センター　センター長：古谷野亘
・心理福祉学研究　研究代表：田村綾子
・人間福祉学研究「福祉のこころ研究」研究代表：中谷茂一
「ソーシャルワーク研究」研究代表：相川章子
・牧会心理学研究　研究代表：藤掛　明
・子どものこころと絵本研究（旧・こども心理学研究）　研究代表：寺﨑恵子
教育総合研究センター　センター長：平　修久
・児童学研究「〈児童〉における「総合人間学」の試み研究」
研究代表：田澤　薫，代表補佐：小池茂子
・コンプライアンス研究「競争的資金獲得・コンプライアンス促進のための研
究」　研究代表：平　修久
・基礎総合教育研究「アクティブ・ラーニング研究」
研究代表：井上兼生，代表補佐：渡邉正人，研究員：齋藤　伸
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■ 2020年度聖学院大学総合研究所 研究組織図
聖学院大学
学長・清水正之
聖学院大学総合研究所
所　長：菊地　順
副所長：清水正之・関根清三
［事務］
大学総務課 研究支援チーム
総合研究所委員会
・韓国長老会神学大学校との外術交流による研究
　〈日韓神学者会議〉
神学学術研究
・組織神学・伝道研究
日本文化学研究
・グローバリゼーションと日本文化研究
税法研究
・埼玉税法研究
人間福祉学研究
・福祉のこころ研究
・ソーシャルワーク研究
児童学研究
・〈児童〉における「総合人間学」研究
コンプライアンス研究
・競争的資金獲得・コンプライアンス促進のための研究
基礎総合教育研究
・アクティブ・ラーニング研究
カウンセリング研究センター
・心理相談室グリーフケア・ルーム，牧会電話相談
人間福祉学研究センター
・人間福祉スーパービジョンセンター
聖学院キッズ・イングリッシュ
・駒込キャンパスの幼稚園児・小学生対象英語教室
聖学院大学出版会
・出版活動
・ラインホールド・ニーバー研究
・心理福祉学研究
・牧会心理学研究
・子どものこころと絵本研究
　　　　　　　　　　　　　（旧・こども心理学研究）
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聖学院大学総合研究所規程
（総合研究所の設置）
第1条 学校法人聖学院は，聖学院大学付置機関として聖学院大学総合研究所
（以下，「総合研究所」という）を置く。
（総合研究所の目的）
第2条 総合研究所は，学術研究の推進の課題，法人内学校の教育の総合的研
究活動をする「シンクタンク」的役割を担う。
（各研究センター・研究の目的）
第3条 総合研究所は，文化総合研究センター，人間福祉総合研究センター，
教育総合研究センターの3センターを柱として，研究センター，研究グルー
プを擁し，それぞれの分野の諸問題を学問的に研究し，その成果の理解，普
及を図る。
（事業）
第4条　総合研究所は，上記の目的のために以下の事業を行う。
（1）研究会
（2）総合研究所の主催するシンポジウム，講演会，公開講座，ワークショップ
等の開催
（3）総合研究所「紀要」，「ニューズレター」，その他の出版物の発行
（4）国際交流
（5）その他
2　総合研究所は，補助事業として次の各号に定める活動を行う。
（1）心理相談室（グリーフケア・ルーム），牧会電話相談
（2）人間福祉スーパービジョン
（3）聖学院キッズ・イングリッシュ
（4）聖学院大学出版会
（教職員組織）
第5条　総合研究所に以下の教職員を置く。
（1）所長
（2）副所長
（3）総合研究所委員
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（4）各研究センター長
（5）各研究代表
（6）研究員
（7）リサーチ・アシスタント（以下「RA」という。）
（8）教授，准教授，助教，講師，研究助手（以下「研究職員」と総称する。）
（9）特任教授，特任准教授，特任助教，特任講師（以下「特任研究職員」と総
称する。）
（10）特命教授
（11）客員教授
（12）特別研究員
（13）事務職員
2 所長は，理事会において選任される。
3 所長は，学長の了承の下，副所長及び総合研究所委員を任命する。
4 所長は，必要と認める場合には，以下の教職員を置くことができる。
（1）各研究代表補佐
5 総合研究所委員は，以下の各号に示す構成員よりなり，総合研究所委員会
を組織する。
（1）所長
（2）副所長
（3）キリスト教センター所長
（4）大学チャプレン
（5）学部長及び研究科長
（6）聖学院大学出版会会長
（7）各研究センター長
（8）その他必要に応じて所長による指名教員
6 RAに関する規程は「聖学院大学リサーチ・アシスタントに関する規程」
で定める。
第5条の2　海外からの研究員の受入れについては，次の各号に該当する者につ
いて，研究所委員会の議を経て，特別研究員として受け入れることができる。
（1）修士以上の学位を有する者
（2）大学院に在学する者
（3）学士の学位を有し，前1号，2号の者と同等以上の学力を有すると研究所
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委員会が認めた者
2　特別研究員を希望する者は，次の書類を提出しなければならない。
（1）申請書
（2）学位を証明する書類
（3）履歴書
（4）研究業績書
（研究職員の選任）
第6条 各研究センター所長及び研究代表の選任は，各研究グループで行い，
総合研究所委員会での承認を要する。
（所員及び研究員の資格）
第7条 聖学院大学の教員は，全員総合研究所の所員となることができる。研
究センター長および各研究代表者は，総合研究所の研究員（兼務）となる。
2　大学教員を除く法人内各校の希望する教職員は，当該所属長の承認があれ
ば所員になることができる。
3　前2項以外の所員，研究員，特別研究員については，研究所委員会におい
て選任する。
4　研究員，特別研究員の在任期間は原則として1年とするが，研究所委員会
の議を経て更にその期間を延長することができる。
（研究職員，所員，研究員，特別研究員の所属）
第8条　研究職員，所員，研究員，特別研究員は，研究活動に従事するために，
各研究代表の承認の下，任意の研究センター，研究室，研究グループに所属
することができる。なお，研究活動に従事する際には所属長の承認が必要と
なる。第5条1項5号とはセンター長，研究グループ代表を指す。
（事務）
第9条　総合研究所の事務は，研究支援課及び出版会事務課が行う。
（改正）
第10条　本規程の改廃は，総合研究所委員会の議を経て，理事会で決議する。
附　則
この規程は，1988年4月1日から施行する。
（中略）
附　則
この規程の一部改正は，2020年10月1日から施行・適用する。
